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SIC に入居されている企業様をご紹介します。その202

【入居者プロフィール】

【創業のきっかけ】 【これからの目標】

【クラウドスカイの事業】

令和５年（２０２３年 ）３月１日（水） Sagamihara Incubat ion Center  さがみはら産業創造センター   編集・発行

岐にわたる職務に従事してきました。コロナ禍となって旅行業界が一変

したこともあり、自身の裁量でこれまでの経験や人的ネットワークを活

かして新たなチャレンジを決意しました。奥様に背中を押されたことも

あって構想から４カ月で創業、Desk10を執務環境として株式会社クラウ

ドスカイを立ち上げました。

　相模原市在住の菅野さんは、お父様の転勤も多く、名古屋・札幌・大

阪・東京と引っ越し、大学を大阪で過ごしました。小学生の頃はいわゆる

「乗り鉄」で、時刻表を見ては「この路線のこの電車にこの時刻にのれば

ここに行ける」と考えたり実際に出かけるのが楽しかったとのこと。中学

生から始めたハンドボールは大学時代まで続けました。結婚をきっかけ

に住んでいる相模原が、菅野さんにとっての「地元」となりました。最近で

はウォーキングが日課となっていて、乗り鉄の名残なのか、その日の気分

で自宅から城山や古淵、田名方面などの行先を決め、決めた時間に到着

するようにルートを調整して楽しんでいます。ダイエットをきっかけに始

めたウォーキングですが、一度何かを始めたら夢中になる、“凝り性な性

格”とのことです。

お客様に寄り添い、地域に根差す IT企業として！！

　スタート期では、既にある依頼案件を確実に対応して信用面を高め、

会社としての基盤を確立しなければなりません。ITはこの先もイノベー

ションを続ける分野であると確信し、やがて自社ITプロダクトの開発に

も挑戦したいと考えています。多様な人材が力を合わせ、Ｗｅｂマーケ

ティングを通じて誰からも愛される会社、そして相模原に根差す企業と

して信頼される会社を目指します。

株式会社クラウドスカイ
Desk10 会員
URL： https://www.cloudsky.co.jp/
※ホームページ内にお問い合わせフォームがあります。

クラウドスカイの
事業モデル

　クラウドスカイはインターネットｅコマースを行う企業向けを中心に、 

WebサービスやITプロダクトの開発を行います。商品やサービスを探し、

他との比較や口コミなどから購入に向けて選定し、決済やその後のフォ

ローといった一連の全ての流れをパソコンやスマホ上で行うことは、今

や当たり前となりました。インターネットでの販売・マーケティングは、サ

イトの使いやすさ・わかりやすさの他、商品・サービスの魅力を効果的、

即時的に伝えることが重要で、運営者同士の競争も激しいため、実務上

ではお客様事業部門と連携する提案力やコスト実現力が問われます。

菅野さんには既にベトナムの優秀なエンジニアとのネットワークがあり、

自身の経験を活かした顧客に寄り添った柔軟で、幅広い開発やコンサ

ルテーションを行い、最適な価値提供を実現していきます。

　大学では情報工学科に進み、コンピュータの可能性や基礎理論を学

びました。そこではデータや論理性の対極には言葉（特に日本語）の曖昧

さがあり、やがてその両者が融合するであろう人工知能の将来性などを

肌で感じました。卒業後、情報システム関連の企業に就職、システムエン

ジニアやグループリーダーとして経験を重ねていきます。転職を機に旅

行サービス業務を支えるシステム開発や、インターネットの急速な技術

革新が進む中で業務効率化やセキュリティ、マーケティング展開までを

取り込むインフラ構築に取り組みました。また、管理者としての業務では

人材育成にも注力し、会社の指針を示しながらコーチングによるスタッ

フの成長を図った経験もあります。さらにはWebマーケティングを強化

する部門の責任者としてSEO対策やWebメディア活用の最適化など、多



菅野さんは、情報分野の中でも通信ネットワークが得意になったのは、小学生のとき時刻表から、混雑や乗り換えを
含めた最適な経路を導き出した経験が影響したのでは、と振り返ります。今月18日相鉄線と東横線が新横浜駅で繋が
ります。相模原からどの経路で名古屋以西へ向かうか、リニア開業まで選択の幅が増えます。（佐藤）

編集後記

★ご意見・ご感想をお待ちしています。   電話：042-770-9119  FAX：042-770-9077  ホームページ：https://www.sic-sagamihara.jp
　発行元：株式会社さがみはら産業創造センター（SIC）  〒252-0131 相模原市緑区西橋本 5-4-21  E-mail：koho@sic-sagamihara.jp

新聞紙上に掲載された企業をご紹介します。
ご紹介する記事はSICに掲示していますので、ご覧ください。

また紙面に掲載された場合、スタッフに教えていただけると幸いです。

2月の新聞掲載記事紹介（2月2 2日時点）

２０２３年
２月号

動物アレルギー検査株式会社
BestPartner（浜銀総合研究所 機関紙）
―動物のアレルギー・免疫研究通じ
　新型コロナの画期的ワクチン開発中―

　２月　１日 株式会社F-Design　相模経済新聞
―協同病院で配膳ロボ実証―

　２月　２日 株式会社F-Design　タウンニュース緑区版
―事業化へ向け実証実験―

　２月　３日 株式会社F-Design　日刊工業新聞
―相模原で病院内走行ロボ実証―

　２月１０日 株式会社クフウシヤ　日刊工業新聞
―階段昇降ロボ　クフウシヤ実証―

　２月１０日 高瀬総合法律事務所　かながわ経済新聞
―事業承継の課題は「株式」―

　２月２０日 株式会社クフウシヤ　相模経済新聞
―地域企業が技術提案―

 ※お気軽に大谷・稲垣までお問合せくださいSIC空室情報  (令和5年3月1日現在)

全館停電のお知らせ
　SIC-2建物電気設備（キュービクル）の修繕に伴い、全館停電を実
施します。

令和5年3月25日（土） 9:00～14：00SIC-2SIC-2

　点検作業日は土曜日になります。前日までに各部屋の電源、サーバー
等電源への停電対応をお願いします。また当日荒天の場合は延期する
場合がございます。

消防訓練のお知らせ

令和5年3月14日（火） 14:00～14：30SIC-3SIC-3

賃料/月額
（共益費・消費税込）空室数部　屋

SIC-1
Startup Lab. 〇スモールオフィスB（17.3㎡） 1 70,620円

※１ 令和５年４月より入居可能
最新の情報はHPをご確認ください。

※1

各社ご参加ください！

【 訓練内容 】 避難訓練、消火器の取り扱い、煙体験ハウス

大谷（042-770-9119）【 担　　当 】

【 日　　時 】 令和5年3月13日(月)15:00～16:30

SIC-2　会議室A

独立行政法人
工業所有権情報・研修館（INPIT）
知的財産戦略アドバイザー  小高 邦夫 氏

無料（定員12名）

樽川（2023）

【 場　　所 】

【 日　　時 】

【 参  加  費 】

【 担　　当 】

　技術・ノウハウや顧客情報など、自社の強みや可能性の源泉となる“営

業秘密”。それが一度漏えいした場合、決して元には戻りません。ある調査

では、情報漏えいの 8割超が従業員・退職者経由ですが、最近ではサイ

バー攻撃や取引先・共同研究先を経由した漏えいにも注意が必要です。

　今回の The HINT（SICミニセミナー）では、企業の情報管理と知的財産

活用の専門家である小高氏を講師に招き、研究開発やビジネスを成功に

導くための必須知識である “営業秘密管理” について理解を深め、対策

を検討していきます。

お申込みはこちら

自社の強みや可能性を守る“営業秘密管理”
～押さえておきたい !!情報漏えいのリスクと対策～

SICミニセミナーThe HINT59

「たまごサンドのハッピー」O P E N！

　2 月 7日 から、たまごサンドをメインとしたサンドウィッチ店の相
模原地域での出店準備とメニュー開発を兼ねて、「たまごサンドのハッ
ピー」さんがキッチンラボで営業を開始しました。ぜひご利用ください。

営業時間 11：30～13：00

・ 定食 （６５０円～）
・ カレーライス （５００円）
※仕入れの都合により、メニューは変更となる場合がございます。

※3種類ほど
メニュー

　このほかキッチンラボ入り口にてたまごサン
ドやお弁当の無人販売を行っています。
　数量はその日によって変わりますのでご了
承ください。

　仕事、もうひと頑張りの時にいかがですか？


